
ム
ス
リ
ム

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
入
門
①

な
ぜ
今
、ハ
ラ
ー
ル
な
の
か

青森県旅組

え
が
お
で
お
も
て
な
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
発
表

「
ア
ワ
ー
ド
」で
表
彰
式

ト
リ
ッ
プ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　

日
本
か
ら

施
設
選
出

経営者保証ガイドライン　その９

五
輪
受
け
入
れ
推
進

日
本
ホ
テ
ル
協
会
が
春
季
総
会

ホテルズドットコム

副社長が来日
事業概要語る

福
岡
県
で
４
軒
目

小
倉
駅
前
に
開
業

ア
パ
グ
ル
ー
プ

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
呪
文
の
よ
う

な
言
葉「
ハ
ラ
ー
ル（
ハ
ラ
ル
）」。

ハ
ラ
ー
ル
と
ハ
ラ
ル
は
、
読
み
が
違

い
ま
す
が
「
イ
ス
ラ
ム
法
で
許
さ
れ

た
」
と
い
う
同
じ
意
味
で
す
。
イ
ス

ラ
ム
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
発
音
す

る
の
と
同
じ
で
す
。
ム
ス
リ
ム
（
イ

ス
ラ
ム
教
徒
）
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を

「
ハ
ラ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
も
言
い

ま
す
。

　
ハ
ラ
ー
ル
は
４
、
５
年
前
か
ら

「
輸
出
・
進
出
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
対
象
と
し
て
、
中
東
や
ア

セ
ア
ン
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

は
多
く
の
人
の
念
頭
に
な
く
、
中
国

や
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
国
や
地
域
に

向
け
ら
れ
た
た
め
、
ハ
ラ
ー
ル
は
盛

り
上
が
り
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ー
ル
が
は
や
り
に
な
っ
た
こ

と
の
一
番
の
大
き
な
要
因
は
、
２
０

１
２
年
９
月
に
起
き
た
尖
閣
問
題
で

す
。
こ
の
事
件
で
、
中
国
一
辺
倒
で

進
め
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
危
う
さ
と

不
安
定
さ
が
露
呈
し
ま
し
た
。
多
く

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
社
が
悲
鳴
を

上
げ
て
い
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

旅
行
会
社
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
土

産
業
の
関
係
者
も
大
き
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
じ
こ
ろ
、
竹

島
に
韓
国
大
統
領
が
不
法
上
陸
し
た

事
件
も
起
き
、
中
国
・
韓
国
の
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
二
枚
看
板
」
が
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が

ア
セ
ア
ン

カ
国
で
す
。

　
し
か
し
ア
セ
ア
ン
の
う
ち
、
特
に

マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ム

ス
リ
ム
の
国
で
あ
る
こ
と
に
、
意
外

に
も
初
め
て
気
付
く
日
本
人
が
多
い

の
で
す
。
「
中
東
や
ト
ル
コ
、
南
西

ア
ジ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
圏
で
あ
る
こ
と

は
何
と
な
く
知
っ
て
い
た
が
、
ア
セ

ア
ン
が
…
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
同
年
末
に
政
権
が
代
わ
り
、
安
倍

晋
三
首
相
が
イ
ス
ラ
ム
国
家
中
心
に

外
遊
し
ま
し
た
。

年
７
月
に
は
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
か
ら
の
観
光
客
を

対
象
に
ビ
ザ
免
除
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
が
日
ア
セ
ア
ン

国
際
交
流

周
年
の
記
念
の
年
で
、

ア
セ
ア
ン
訪
日
観
光
客
目
標
１
０
０

万
人
プ
ラ
ン
の
実
行
年
で
あ
る
こ
と

も
大
き
く
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
決
定
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ム
ス
リ

ム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
火
を
付
け

た
大
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
今
後
６
年

間
は
、
国
を
挙
げ
て
世
界
中
か
ら
の

観
光
客
や
選
手
関
係
者
を
「
お
も
て

な
し
」
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
ム
ス
リ
ム
対
応
は
誰
も
が

外
せ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
で
は
何
か
ら
行
え
ば
い
い

の
か
？
　
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の

が
日
本
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　（
一
般
社
団
法
人
ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
協
会
代
表
理
事
　
佐
久
間
朋
宏
）
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前
回
に
引
き
続
き
「
経
営
者

保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
お
よ

び
後
継
者
の
保
証
責
任
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

経
営
者
自
ら
が
金
融
問
題
に
関

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

保
証
債
務
と
い
う
潜
在
的
な
リ

ス
ク
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
経
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て

保
証
債
務
を
整
理
す
る
た
め
に

は
弁
済
計
画
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
。
内
容
は
前
回
説
明
し

た
、
①
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
債

務
整
理
す
る
理
由
②
財
産
の
状

況
③
保
証
債
務
の
弁
済
計
画

（
原
則
５
年
以
内
）
―
に
加
え

て
次
の
項
目
を
盛
り
込
む
必
要

が
あ
る
。

　
④
資
産
の
換
価
・
処
分
の
方

針
＝
対
象
債
権
者
に
保
証
債
務

の
減
免
を
要
請
す
る
場
合
に

は
、
保
証
人
が
保
有
す
る
資
産

の
う
ち
、
保
証
人
の
手
元
に
残

し
て
よ
い
財
産
（
約
４
６
０
万

円
を
上
限
）、自
宅
、
事
業
に
供

与
し
て
い
る
土
地
・
建
物
等
を

除
い
た
全
て
の
資
産
を
処
分
・

換
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
換
価
し
た
資
産
は
担
保
権
等

の
優
先
権
を
も
つ
債
権
者
に
優

先
的
に
弁
済
し
、
残
額
を

万

円
以
上
の
債
権
額
を
も
つ
債
権

者
に
対
し
て
残
高
に
応
じ
て
弁

済
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
手

続
き
の
中
で
、
債
権
者
に
保
証

債
務
の
残
額
を
免
除
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
保
証
債
務
額

億

円
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
債
務


億
円
に
つ
い
て
保
証
）、経
営
者

の
手
元
財
産
１
億
円
（
う
ち
２

千
万
円
が
手
元
に
残
し
て
よ
い

財
産
・
自
宅
等
）、銀
行
の
担
保

権
の
価
値
５
千
万
円
（
不
動
産

鑑
定
評
価
よ
り
早
期
売
却
価
格

を
算
出
）、
万
円
以
上
の
債
権

者
数
３
社
と
仮
定
し
よ
う
。

　
手
元
資
産
１
億
円
か
ら
手
元

に
残
せ
る
分
２
千
万
円
を
引
い

た
残
額
８
千
万
円
の
う
ち
、
５

千
万
円
を
担
保
権
者
で
あ
る
銀

行
へ
弁
済
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
８
千
万
円
か
ら
５
千
万

円
を
引
い
た
残
額
３
千
万
円
を


万
円
以
上
の
債
権
者
３
社
の

債
権
額
に
応
じ
て
弁
済
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
保
証
債
務
の
弁

済
は
個
別
性
が
強
い
た
め
、
今

回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
は
必
ず

し
も
な
ら
な
い
が
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。
ま
た
、
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
対
象
範
囲
に
は
、
サ

ー
ビ
サ
ー
（
債
権
回
収
会
社
）

も
含
ま
れ
る
が
、
強
制
力
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
留
意
し

た
い
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

小林会長

荒牧氏 小林氏

　
日
本
ホ
テ
ル
協
会
（
小
林

哲
也
会
長
・
帝
国
ホ
テ
ル
会

長
、
２
４
５
会
員
）
は
３
月


日
、
春
季
通
常
総
会
を
東

京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ

ル
で
開
い
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
促
進
や
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

受
け
入
れ
の
充
実
な
ど
を
重

点
施
策
と
す
る
今
年
度
（
２

０
１
４
年
１
～

月
）
の
事

業
計
画
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
小
林
会
長
は
景
気
の
回
復

感
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決

定
を
踏
ま
え
、「
長
い
冬
の
時

代
が
終
わ
り
春
の
息
吹
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
社
業

を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

会
員
に
呼
び
か
け
た
。

　
事
業
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進

な
ど
に
向
け
て
は
、
昨
年
９

月
に
開
い
た
理
事
会
の
中

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
受
入
委
員
会
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
委
員
会

を
新
設
。
受
け
入
れ
態
勢
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
な

ど
の
具
体
的
施
策
を
検
討
し

て
実
施
に
移
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
昨
年
、
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
起
き
た

メ
ニ
ュ
ー
の
不
適
正
表
示
問

題
に
関
し
て
は
、
小
林
会
長

が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
管
理

態
勢
の
確
立
、
従
業
員
教
育

の
徹
底
に
よ
る
再
発
防
止
に

取
り
組
む
」
と
強
調
。
協
会

で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
か
か
わ

る
法
例
な
ど
の
基
本
事
項
を

周
知
す
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
、
会
員
に
配

布
を
始
め
て
い
る
。

　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
（
３
月


日
付
）

　
代
表
取
締
役
会
長
（
代
表

取
締
役
社
長
）
小
林
節
▽
代

表
取
締
役
社
長
（
専
務
取
締

役
）
荒
牧
幹
人

　
世
界
最
大
の
旅
行
ク
チ
コ

ミ
サ
イ
ト
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
日
本
法
人
（
原

田
静
織
社
長
＝
写
真
左
）
は

３
月

日
、
世
界
の
旅
行
者

か
ら
の
口
コ
ミ
を
も
と
に
選

ば
れ
た
宿
泊
施
設
を
顕
彰
す

る
「
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ョ
イ

ス
ホ
テ
ル
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

４
」
の
表
彰
式
を
帝
国
ホ
テ

ル
東
京
で
開
い
た
。

　

年
目
と
な
る
今
回
は
、

「
ベ
ス
ト
ホ
テ

ル
」
「
旅
館

（
Ｂ
＆
Ｂ
、
イ

ン
）
」
「
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
」

「
ベ
ス
ト
バ
リ

ュ
ー
」
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
「
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
」
「
小
規
模

ホ
テ
ル
」
の
全

７
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
世
界
各

国
７
１
２
３
施
設
、
う
ち
日

本
は
１
２
５
施
設
が
選
出
さ

れ
た
。

　
当
日
は

施
設
、

人
が

出
席
し
、
原
田
社
長
か
ら
認

定
証
を
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
観
光

庁
の
篠
原
康
弘
審
議
官
を
招

き
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

の
取
組
」
に
つ
い
て
１
時
間

の
講
演
会
を
行
っ
た
。

　
旅
館
か
ら
は
、
一
茶
の
こ

み
ち
美
湯
の
宿
の
斉
須
幸
子

専
務
（
＝
写
真
右
）
、
四
万

温
泉
柏
屋
の
柏
原
益
夫
社

長
、
澤
の
屋
の
澤
新
氏
、
湖

山
亭
う
ぶ
や
の
渡
邊
豊
文
支

配
人
ら
多
数
が
出
席
し
た
。

　
世
界
最
大
手
の
宿
泊
予
約

サ
イ
ト
、
ホ
テ
ル
ズ
ド
ッ
ト

コ
ム
の
ア
ビ
ラ
ム
・
チ
ャ
ウ

ド
リ
ー
副
社
長
兼
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
経
営
責
任
者

＝
写
真
＝
が
来
日
し
、
３
月


日
、
現
在
の
事
業
概
要
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
同
社
は
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

会
社
世
界
最
大
手
の
エ
ク
ス

ペ
デ
ィ
ア
の
１
０
０
％
子
会

社
で
、
全
世
界
で

の
ホ
テ

ル
ズ
ド
ッ
ト
コ
ム
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
運
営
。
ア
ジ
ア
地
域

で
は

言
語
、

サ
イ
ト
を

運
営
し
て
い
る
。

　
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
サ
イ
ト
全
体
の
毎
月
の

訪
問
者
数
は
６
千
万
人
。


年
通
期
総
予
約
額
は
３
９
４

億
米
㌦
、
同
収
益
額
は

億

米
㌦
だ
っ
た
。
同
グ
ル
ー
プ

の
従
業
員
数
は
世
界
で
１
万

４
５
７
０
人
。
同
グ
ル
ー
プ

サ
イ
ト
で
予
約
で
き
る
宿
泊

施
設
の
総
数
は

万
軒
と
い

う
。

　
宿
泊
予
約
の
ト
レ
ン
ド
に

つ
い
て
は
「
モ
バ
イ
ル
予
約

が
好
調
。
ホ
テ
ル
ズ
ド
ッ
ト

コ
ム
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
２
５
０

０
万
件
を
超
え
た
」
と
述
べ

た
。

　
ア
パ
グ
ル
ー
プ
は
、
福
岡

県
北
九
州
市
の
ブ
ル
ー
ウ
ェ

ー
ブ
イ
ン
小
倉
を
取
得
し
、

２
月

日
、
ア
パ
ホ
テ
ル
小

倉
駅
前
（
全
１
９
６
室
）
と

し
て
開
業
し
た
。
福
岡
県
で

は
４
軒
目
の
ア
パ
ホ
テ
ル
。

　
青
森
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
中
村
嘉
宏

理
事
長
、
２
６
０
会
員
）
は

３
月

日
、
青
森
市
の
青
森

国
際
ホ
テ
ル
で
記
者
会
見

し
、
４
月
か
ら
実
施
す
る

「『
え
が
お
の
お
も
て
な
し
』

ス
マ
イ
ル
ビ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
概
要
を
発
表
し
た
。

２
０
１
６
年
春
の
北
海
道
新

幹
線
開
業
を
視

野
に
い
れ
た
も

の
。

　
中
村
理
事
長

は
「
お
も
て
な

し
の
原
点
は
笑

顔
。
宿
泊
業
界

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光

業
界
や
県
民
の
中
に
も
広
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
「

年
７

～
９
月
開
催
の
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ま

で
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継

続
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
会
場
で
は
、女
性
部
会
員

が「
え
が
お
の
お
も
て
な
し

憲
章
」＝
写
真
＝
を
発
表
。五

つ
の
宣
言
を
盛
り
込
み
、各

宿
泊
施
設
内
に
憲
章
や
ポ
ス

タ
ー
を
掲
げ
る
。全
従
業
員

が
缶
バ
ッ
ジ
を
身
に
つ
け
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

合
わ
せ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

施
設
や
従
業
員
を
「
ス
マ
イ

ル
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
宿

泊
客
に
選
ん
で
も
ら
う
企
画

を
行
う
。
投
票
者
に
は
抽
選

で
名
産
品
を
贈
る
予
定
。

　

年
に
は
北
海
道
新
幹
線

の
新
青
森
と
新
函
館
間
の
開

業
に
よ
り
、
東
京
～
新
函
館

間
約
８
６
０
㌔
が
約
４
時
間

９
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
か

ら
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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